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計
量
計
測
機
器
の
総
合
メ
ー
カ
ー
の
エ
ー
・
ア
ン
ド
・

デ
イ
（
森
島
泰
信
社
長
、
A
&
D
）
は
、
2
0
1
7
年
6

月
に
発
売
し
た
汎
用
電
子
天
び
ん
「
G
X
―
A
／
G
F
―

A
シ
リ
ー
ズ
」
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
「
E
C
L
／
電
子
制

御
荷
重
（
自
己
点
検
）
機
能
」
の
特
許
を
取
得
し
た
。

エ
ー・ア
ン
ド・
デ
イ

「
E
C
L
／
電
子
制
御
荷
重
機
能
」の
特
許
取
得

外
部
分
銅
も
内
蔵
分
銅
も
使
わ
ず
、繰
り
返
し
性
を
確
認

設
置
環
境
が
悪
い
生
産

ラ
イ
ン
で
効
果
発
揮

　

E
C
L（E

lectron
ica

lly
C
o
n
tro
lle
d
L
o
a

d

）
は
、
外
部
分
銅
も
内
蔵

分
銅
も
使
わ
ず
に
、
天
び
ん

本
体
の
内
部
機
構
で
、
天
び

ん
の
繰
り
返
し
性
が
確
認
で

き
る
機
能
。

　

風
や
振
動
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
天
び
ん
の
設
置
環
境

が
好
ま
し
く
な
い
生
産
ラ
イ

ン
で
の
精
度
確
認
や
、
ラ
ボ

施
設
で
の
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン

バ
ー
、
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

内
で
天
び
ん
を
使
用
す
る
際

に
効
果
を
発
揮
す
る
。

　

E
C
L
は
、
汎
用
電
子
天

び
ん
「
G
X
―
A
／
G
F
―

A
シ
リ
ー
ズ
」
全　

モ
デ
ル

26

に
搭
載
さ
れ
て
い
る
。

【
特
許
番
号
】
特
許
第
6
3

3
2
7
1
6
号

【
登
録
日
】
2
0
1
8
年
5

月　

日
11

【
発
行
日
】
2
0
1
8
年
5

月　

日
30天

び
ん
の
性
能
確
認

と
繰
り
返
し
性

　

天
び
ん
の
性
能
確
認
は
、

主
に
正
確
さ
（
ス
パ
ン
、
直

線
性
）
と
繰
り
返
し
性
と
で

評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

正
確
さ
は
分
銅
に
よ
る

チ
ェ
ッ
ク
で
実
現
し
、
繰
り

返
し
性
は
分
銅
を
計
量
皿
に

複
数
回
、
載
せ
降
ろ
し
て
確

認
す
る
方
法
が
一
般
的
で
、

精
密
天
び
ん
の
仕
様
に
は
必

ず
そ
の
ス
ペ
ッ
ク
（
標
準
偏

差
）
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
繰
り
返
し
性
の
評
価

に
は
通
常
、
外
部
分
銅
が
必

要
だ
が
、
分
銅
の
載
せ
降
ろ

し
の
操
作
技
能
が
な
い
と
天

び
ん
の
性
能
を
正
し
く
測
定

す
る
こ
と
が
困
難
。

　

感
度
が
高
い
分
析
天
び
ん

で
は
、
載
せ
る
と
き
の
周
囲

の
空
気
の
動
き
や
、
風
防
の

開
け
閉
め
を
短
時
間
で
お
こ

な
う
こ
と
、
手
を
風
防
に
入

れ
て
対
流
を
発
生
さ
せ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
、
測

定
上
の
注
意
を
シ
ビ
ア
に
守

る
必
要
が
あ
る
。

　

周
囲
の
環
境
や
測
り
方
が

好
ま
し
く
な
い
条
件
下
で
、

期
待
ど
お
り
の
繰
り
返
し
性

の
測
定
結
果
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
場
合
は
、
周
囲
の
環

境
や
測
り
方
に
問
題
が
あ
っ

た
の
か
、
そ
れ
と
も
天
び
ん

の
性
能
に
問
題
が
あ
っ
た
の

か
判
断
で
き
ず
、
最
終
的
に

目
標
と
す
る
正
確
な
計
量
が

で
き
な
く
な
る
。

内
蔵
分
銅
で
の
性
能

確
認
の
限
界

　

こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
、

天
び
ん
の
内
部
機
構
に
分
銅

を
内
蔵
し
、
こ
の
内
蔵
分
銅

を
自
動
で
載
せ
降
ろ
し
さ
せ

る
天
び
ん
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
生
産
ラ
イ
ン
へ

の
組
み
込
み
や
ラ
ボ
施
設
で

使
用
さ
れ
る
天
び
ん
に
は
、

コ
ス
ト
面
や
内
蔵
分
銅
を
含

め
た
駆
動
系
周
り
の
空
気
の

動
き
か
ら
受
け
る
影
響
へ
の

危
惧
が
あ
り
、
ま
た
コ
ン
パ

ク
ト
な
サ
イ
ズ
が
要
求
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
た
め
、
内
蔵

分
銅
を
設
置
し
た
大
型
の
天

び
ん
が
不
適
と
さ
れ
、
外
部

分
銅
で
し
か
性
能
確
認
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す

る
の
が
、
エ
ー
・
ア
ン
ド
・

デ
イ
が
特
許
を
取
得
し
た
、

外
部
分
銅
も
内
蔵
分
銅
も
使

用
し
な
い
「
E
C
L
／
電
子

制
御
荷
重
（
自
己
点
検
）
機

能
」
で
あ
る
。
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▽
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A
シ
リ
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校

正
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▽
G
F
―

A
シ
リ
ー
ズ
：
ベ
ー
シ
ッ
ク

型
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